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研究成果の概要（和文）：中年期における親に対するケアの内実を感情労働や介護の社会化など

の概念を用いてとらえ、介護のあり方が夫婦関係、親子関係、きょうだい関係などにどのよう

な影響を及ぼしているのかを明らかにした。計量調査から、介護を肯定的にとらえることは感

情労働得点を高めること、男性が男親を介護している場合にはプラスの感情を維持することが

難しいことなどが明らかになった。質的調査では、語りにより、介護と家族関係の様子をクロ

ーズアップした。 

 

研究成果の概要（英文）：This study examined the reality of care of parents by those in 
their middle age from concepts like emotional labor, socialization of care and other 
things, and has made clear how the way of caring has an influence over relationship between 
husband and wife, between parent and child as well as between siblings. According to a 
measurement research, it has become clear that thinking positively about caring leads 
to an increase in the score of emotional labor and that maintaining a positive feeling 
is difficult in the case that men care their fathers. In a qualitative research, the actual 
conditions of caring and family relationship were highlighted through narration. 
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１． 研究開始当初の背景 
 平均寿命が伸長する中で、親のケアは中年
期の多くが直面する課題となっている。直系
制家族規範の衰退と個人化が進行する中で
の親のケアは、ケアに関わる家族・親族のそ

れぞれの思いや要求がぶつかり合い、ケアの
社会化や援助態勢をめぐって家族や親族間
に意見の対立が生じやすい。理想としては、
介護される親とその家族がともに納得しう
るケア態勢が望まれる。そうしたケア態勢を
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考えていくうえで、感情労働やケアの社会化
概念を活用することが有効である。本研究で
は、中年期（特に後期）における親に対する
ケアの内実を感情労働やケアの社会化など
の概念を用いてとらえ、ケアのあり方が夫婦
関係、親子関係、きょうだい関係などにどの
ような影響を及ぼしているのかを明らかに
するとともに、要介護状態にある親とそのケ
アの担い手がともに生活の質を保障される
ようなケアのあり方を検討する。 

中年期における親のケアが家族関係に与
える影響について明らかにした研究は乏し
い。申請者は、中年期の夫婦関係には、親の
介護が影響していると考え、親の介護と夫婦
関係についての計量調査を実施した（平成
18-20 年度科学研究費補助金 基盤 C）。その
結果、(1)介護経験のある者の方がない者よ
りも夫婦統合得点が高いこと、(2)介護援助
者として配偶者があげられている方が夫婦
統合得点は高いこと、(3)きょうだいについ
ては、介護援助者としてきょうだいが挙げら
れている方が夫婦統合得点は低いことなど
が、妻の場合にのみいえることが明らかにな
った。そして、その理由をインタビュー調査
より探った。(1)については、介護を通して
自分たちの老後をより具体的に予測するこ
とができ、親の要介護状態はいずれ自分たち
が迎える老いの姿であることから、夫婦で今
をよりよく生きようとする志向が生まれて
いることが確認された。(2)については、実
際的な介護援助に関わらなくても、介護をし
ている妻の悩みや愚痴を夫が聞いてくれる
という援助のあり方が、妻の配偶者に対する
共感的態度を育んでいることが確認された。
(3)については、夫の親を介護している妻と
いうパターンが今なお多く、夫のきょうだい
（妻にとっては義理姉妹）からの干渉を夫が
うまく調整できていないことが夫婦関係の
悪化を招いているのではないかということ
が示された。本研究では、これらの研究をさ
らに発展させる。その方法としては、感情労
働や介護の社会化などの変数を投入し、中年
期における親のケアと家族関係の関連につ
いての研究をさらに精緻化させたいと考え
る。 
 
２． 研究の目的 

本研究で特徴的なことは、ケアの内実を感
情労働、ケアの社会化、家族・親族の援助態
勢、ケアの意味づけなどの変数で把握するこ
とにある。そのなかでも特に感情労働とケア
の社会化が注目される。感情労働とは目に見
えない労働であり、ケアの社会化とは身体介
護 な ど の 目 に 見 え る 労 働 で あ る 。
Hochschild,A.R.は、感情労働を「相手に適
切な精神状態が喚起されるように、自身の感
情を誘発したり、抑圧したりしながら自分の

外見上の感情を維持すること」と捉えている。
西川(2004、2006)は、感情労働を「感情的知
性」「コミュニケーションスキル」「感情管理
スキル」「場の設定スキル」に分けてより具
体化し、「感情的知性」（相手や自分の感情や
立場を理解して、よりよいサービスを提供す
ること）と「感情管理スキル」（自分のネガ
ティブな感情を抑え、適切な感情を維持する
こと）が質の高いサービスに関係していると
述べている。これらは、ホームヘルパーの調
査研究から得られた知見であるが、下夷（第
28 回家族関係学セミナー配布資料）は、家族
でしかなしえない感情労働の可能性を指摘
している。  

ケアの社会化は、介護保険制度が施行され
て進んだが、要介護高齢者の 24％は居宅サー
ビスを活用していない（「平成 19 年 国民生
活基礎調査の概況」）。また、2005 年の介護保
険制度改正により、ケアの社会化に歯止めが
かけられ、家族の負担が増し、介護の再家族
化が生じているという指摘もある。ケアの社
会化のニーズとその充足の度合いを把握す
ることも喫緊の課題といえる。  

本研究の目的は、次の 5つの課題に取り組
むことである。 
(1)先行研究を参考にしながら、家族におけ
るケア担当者に適用可能な感情労働評価尺
度を作成する。 
(2)感情労働評価は、ケアの社会化、家 
族・親族の援助態勢、家族関係によって異な
ることを明らかにする。ケアの社会化水準が
低かったり、家族・親族の援助態勢が納得の
いく形で得られていなかったり、また、家族
関係が良好でない場合には、ケア担当者に感
情管理の余裕がないため、感情労働評価は低
いことが想定される。 
(3)ケアをプラスに意味づけている場合に
は、感情労働評価も高いことを明らかにする。 
(4)感情労働評価、ケアの社会化、家族・親
族の援助態勢、ケアの意味づけは、個人化や
直系家族制規範の衰退とどのような関連が
あるのかを明らかにする。 
(5)感情労働評価の高さ、在宅におけるケア
の社会化、納得のいく家族・親族の援助態勢、
ケアをプラスに意味づけている場合には、良
好な家族関係を形成していることを明らか
にする。 
 
３．研究の方法 
 上述の課題を遂行するために、質的調査
（2009、2011）と計量調査(2010)を行った。
2012 年度は、再分析とまとめを行った。 
 2009 年の質的調査では、感情労働尺度を作
成しそれに影響する要因を探索的に明らか
にするために 5ケースを対象とした。この質
的調査から得られた知見と先行研究をもと
に調査枠組を作成し、2010 年、800 名を対象



 

 

に計量調査を実施した。さらに、介護と家族
関係についてのリアリティを語りからクロ
ーズアップするために、2011 年、再び質的調
査を実施した（対象者は 6名）。 
 計量調査の対象者は、2006 年に長津らが行
った調査（選挙人名簿より無作為に抽出され
た夫婦 1500 組・3000 名）で回収され有効票
となった 797 名に、紹介された知人の 3名を
加えた 800 名である。質的調査の対象者は、
インタビュー調査に協力しても良いと回答
した者のなかからいくつかの条件を考慮し
て選択した（計 11 名）。 
 計量調査対象者の有効票は 617 名で、男女
の内訳は、女性 329 名、男性 288 名である。
女性の年齢は、58 歳～69 歳で、平均は 63.1
歳。男性の年齢は、50 歳～77 歳で、平均は
66.1 歳である。女性の 59%は無職であるが、
男性の無職の割合は 43%である。きょうだい
数の平均は、女性 3.9 人、男性 4.4 人である。
子ども数の平均は、男女共に 2.1 人、家族構
成で最も多いのは、男女共に「夫婦のみ」で
約 53%、次に多いのが「夫婦と子ども」で約
3割である。結婚年数の平均は、男女共に約
38 年である。 
 
４．研究成果 

(1)感情労働の尺度化について 

質的調査および先行研究をもとに、感情労

働評価の項目群を作成した。因子分析（主成

分分析・バリマックス法）の結果、3 つの因

子が抽出された。それぞれの因子負荷の高い

項目群の内容から第 1因子を「理解対応」（自

分や要介護者の感情や立場をよく理解して

要介護者と良い関係を築き、その場に適切な

対応ができる）、第 2 因子を「プラスの感情

維持」（やる気を失わないなど、プラスの感

情を維持して介護ができる）、第 3因子を「マ

イナスの感情抑圧」（マイナスの感情を抑制

して、穏やかな気持ちで介護ができる）とし

た。 

 
(2)感情労働評価に影響する要因 

①3 つの感情労働評価得点に影響している
変数は、「親の介護はものの考え方を柔軟に
してくれる」である。親の介護を前向きに捉
えていることが、感情労働評価得点を高めて
いることが示された。田中（2005）は、ヘル
パーを対象にした調査において、ヘルパーの
プラスの心理（満足、やる気等）が４つの感
情労働スキルのすべてと有意な正の相関が
あることを明らかにしている。本研究も同様
の結果が得られた。 

②「介護への関与の仕方」が補助的である
よりも主な介護者として関わっている方が、
理解対応得点とプラスの感情維持得点がと
もに高い。主な介護者は、要介護者に対して

さまざまなケアを行うとともに多くの時間
をケアに当てることになる。こうした関わり
の中で要介護者のことを理解し、ニーズに応
じた対応ができるようになる。また、プラス
の感情を維持することができるようになる
のではないかと考える。 

③「別居の親族のパーソナルネットワーク
数」が多いと理解対応得点が高い。別居親族
とは、自分のきょうだいや配偶者のきょうだ
い、きょうだいの配偶者、子どもなどである。
これらの別居の親族からの情報や支援が、要
介護者を理解することにつながり、要介護者
のニーズに応じた対応ができるようになる
のではないかと考える。 

④男性の場合、「自分の母」の介護をして
いる者の方が「自分の父」を介護している者
よりもプラスの感情維持得点が高い。男性は、
父親に対してやる気などのプラスの感情を
維持することが、母親の場合よりも難しいこ
とが明らかになった。また、女性では、「配
偶者の親」よりも「自分の親」の介護をして
いる者の方が、理解対応得点が高い。女性は、
配偶者の親よりも自分の親についての方が、
生きてきた歴史や性格をよく理解している。
こうしたことから、自分の親を介護している
者の方が、よりニーズに応じた対応が可能に
なっていると考えられる。 

⑤介護者と要介護者との性別関係につい
て、男性が男親を介護している場合、他の性
別組み合わせよりもプラスの感情維持得点
が際立って低い。男性が男親を介護する場合、
やる気を失わずにいたり、落ち込んでも立ち
直るなどのプラスの感情を維持することが
難しいことが明らかになった。本対象者の男
性は 50～70 代で、女性に比べ、家事や子育
てに関わる機会が少なく、養護性（幼・弱・
老者に気づき、援助する心と力）を培う機会
を与えられずに育ってきた者が多いと考え
られる。こうした事情から、介護におけるプ
ラスの感情を維持することの困難性が予想
できる。 

⑥女性の場合、訪問介護（ホームヘルパー）
を「利用した」者の方がプラスの感情維持得
点とマイナスの感情抑圧得点が高い。デイサ
ービスとショートステイの利用の有無では、
有意差が確認されなかった。女性が親の介護
を在宅で行う場合、ホームヘルパーの利用が
プラスの感情維持とマイナスの感情抑圧に
関連しているという知見は注目に値する。ホ
ームヘルパーを利用したことで、要介護者と
介護者の二者関係ではなく、要介護者と介護
者、ホームヘルパーの三者関係になるため、
より多くの情報が入り、人間関係が活性化さ
れる。また、ホームヘルパーの支援や励まし
は要介護者と介護者の人間関係を柔軟にし、
プラスの感情を維持することやマイナスの
感情を抑圧することに好ましい影響を与え



 

 

る。このように介護保険サービスをうまく活
用し、外部資源を在宅介護に取り入れて親の
介護にあたることは有効であることが示さ
れた。 

 
(3)質的調査から明らかにされたこと：親

の介護と家族関係等についてのリアリティ 
①過去の親子関係・嫁姑関係が親の介護に

影響する。 
共働き中に子育ての援助をしてもらった

という親子関係歴があったり、大切にまたは
苦労をかけて育ててくれたことへの恩返し
や感謝の気持ちがある場合は、感情労働の遂
行状況は良かった。一方、男性が自分の親を
介護している場合で、同居中から嫁姑関係が
よいとは言えず、妻が姑から、「自分の産ん
だ子に面倒をみてもらう。嫁の世話にはなら
ない」と言っていた事例では、妻は、掃除・
洗濯・炊事はするが、介護は夫任せで、まっ
たく手を出さないということであった。 

②親の介護はきょうだい関係に影響する。 
親の介護に直面してきょうだい関係がよ 

くなったという場合、ある特徴が認められる。
それは、きょうだいたちが、介護を担ってい
る者に親に関する意思決定を任せ、親を介護
してくれることに対して感謝の意を表し、大
変な時にはしっかりと支えているというこ
とである。男 2人と女 3人の 5人きょうだい
で、女きょうだいの末っ子が母親の介護をし
た事例では、介護者以外のきょうだいは県外
に居住しているが、男きょうだいも女きょう
だいも泊まりに来て介護者を援助している。   

一方、母親の介護をきっかけに女きょうだ
いとの交流がなくなってしまった男性介護
者の場合、その原因は金銭トラブルである。
介護しているのは、長男である男性介護者で
あるにも関わらず、母親が女きょうだいに金
銭管理を委ねたことが火種となったようだ。
女きょうだいたちは、家にはチョクチョク顔
を出していたが、施設に入るとほとんど来な
くなってしまったという。 

③親の介護は夫婦関係に影響する。 
インタビューの対象となった介護者たち

の配偶者は、いずれも介護者に協力的であっ
た。介護中は、「いろいろあった」というこ
とであるが、介護を終えたあとの夫婦関係は
悪くはない。夫が介護に関わったことにより、
介護の大変さを理解して介護者である妻へ
の感謝が生まれたことから、夫婦関係がよく
なったといケースもあった。男性が母親の介
護をしており、妻は身体介護に関わることが
ない場合でも、妻は買物・洗濯・掃除などの
生活支援は行っており、そのことに男性介護
者は感謝の意を表明している。 

④介護から一時的に離れることによって
介護ストレスを解消する  

介護は多くの困難を伴うためストレスが

生じる。それをどのように解消し、介護を継
続したかについてみた。「地域のママさんバ
レー部に所属し、週に 2 回は練習に行く。」
このことは、夫の母親にもっと優しく対応す
るために必要なことだということである。
「友人とランチに行き、介護の経験を話し合
い、悩みなどを共有する。」「ボランティア活
動に参加すると気がまぎれる。」「若いころか
らモラロジ―（道徳の教え）を勉強している。
親孝行や自己反省、思いやりの気持ちが介護
にも活きている。」「友達とゴルフや飲みに行
くことで気分の転換をしている。」以上のよ
うに、趣味をもったり友人と会ったり自己投
入できる何かをもったりして、一時的に介護
から離れる工夫をして、介護を担ってきた。 
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